
　このたび、本院か
ら実施を届け出た、
腎機能障害等で心
臓移植が受けられ
ない重症心不全の
患者さんに対する
植え込み型の補助
人工心臓を用いた
療法が、患者申出療
養制度に基づく療

法として厚生労働省から承認されました（平成
29年2月20日付厚生労働大臣承認）。同制度に
基づく承認は全国で2例目、医療機器としては
国内初となります。
　患者申出療養制度は、平成28年4月から、困
難な病気と闘う患者さんの思いに応えるために
スタートしました。未承認薬などを保険外併用
療養として迅速に使用したいという患者さんの
ため、患者さんからの申出を起点とする新たな
仕組みとして創設された制度で、治験や先進医
療でも実施していないものが対象となります。
　今回、本院心臓血管外科の澤芳樹科長らは、心
臓移植・Destination Therapy（人工心臓の永久
使用）治験の除外基準である、重度な腎機能障害
を持つ患者さんに対して補助人工心臓を装着し、
耳介後部からケーブルを出す療法を実施します。
この療法は、現在承認されている腹部ケーブル
を使用する療法と比べて、コードに起因する感
染症のリスクが低く、日本文化に適した入浴なども可
能になり、装着患者さんの生活の質の向上につながるな
ど、実生活における効果が大いに期待されます。

　

本
院
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
大
き
な
手

術
後
や
、
呼
吸
・
循
環
・
代
謝
管

理
な
ど
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
対

し
て
、
専
門
の
医
師
と
看
護
師
が
、

集
中
的
な
全
身
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
高
度
先
進
医
療
機

関
と
し
て
の
手
術
件
数
が
大
幅
に

増
加
し
つ
つ
あ
り（
平
成
26
年
度
は

１
万
件
）、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ベ
ッ
ド
数
は

ICUベッド数 大幅増床を
日本有数の特定集中治療室が稼働

　

年
々
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
が
増
加
す
る
な
か
、
本
院
は
特
定

集
中
治
療
室
（
高
機
能
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
工
事
を

段
階
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ベ
ッ
ド
数
を
３
年
前
の
14

床
か
ら
順
次
増
や
し
、
本
年
４
月
に
22
床
、
９
月
に
は
26
床
ま
で

増
床
し
、
平
成
30
年
か
ら
は
さ
ら
に
３
床
を
加
え
て
、
計
29
床
を

備
え
た
全
国
有
数
の
集
中
治
療
施
設
が
稼
働
し
ま
す
。

不
足
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

日
々
新
た
に
導
入
さ
れ
る
先
進
医

療
機
器
を
十
分
に
活
用
す
る
に
は
、

１
床
あ
た
り
の
占
有
面
積
も
手
狭

で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
院
は
全
国

の
医
療
機
関
に
先
駆
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
フ
ロ
ア
面
積
拡
張
と
増
床
に
取

り
組
み
、
厚
生
労
働
省
の
厳
格
な

新
施
設
基
準
を
満
た
す
高
機
能
Ｉ

Ｃ
Ｕ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

　

当
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
最
大
の
特
徴
は
、

日
本
で
も
数
少
な
い
「
完
全
ク
ロ

ー
ズ
ド
制
」
を
採
用
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
「
集
中
治
療
の

専
門
医
が
、
24
時
間
体
制（
２
交
代

制
）で
治
療
す
る
シ
ス
テ
ム
」
で
、

患
者
さ
ん
の
急
変
時
の
対
応
は
も

ち
ろ
ん
、
各
診
療
科
の
主
治
医
と

連
携
し
た
一
貫
治
療
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
麻
酔
集
中
治
療

医
学
講
座
の
医
師
15
名
を
中
心
に
、

心
臓
外
科
医
２
名
・
消
化
器
外
科

医
２
名
・
小
児
科
医
２
名
・
循
環

器
内
科
医
１
名
・
小
児
外
科
医
１

名
の
23
名
体
制
で
、
そ
の
う
ち
６

名
が
集
中
治
療
専
門
医
、
10
名
が

麻
酔
科
専
門
医
で
す
。
患
者
さ
ん

と
看
護
師
の
比
率
も
、
昼
間
は
１

対
１
、
夜
間
は
２
対
１
で
、
治

療
・
看
護
と
も
に
充
実
し
た
マ
ン

パ
ワ
ー
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

員
会
に
関
す
る
連
携
体
制
構
築
な

ど
、
全
６
項
目
に
つ
い
て
連
携
を

実
施
し
ま
す
。
主
な
連
携
内
容
と

し
て
は
、
①
関
西
圏
、
ひ
い
て
は

日
本
全
国
の
臨
床
研
究
に
従
事
す

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
事
務
職
員
の

能
力
向
上
を
目
的
と
す
る
本
院
主

催
の
臨
床
研
究
講
習
会
な
ど
の
積

極
的
な
実
施
②
臨
床
研
究
を
効
率

的
に
実
施
す
る
臨
床
デ
ー
タ
収
集

シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
③
本
院
未

来
医
療
開
発
部
各
部
門
に
お
け
る

臨
床
研
究
企
画
・
立
案
支
援
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

支
援
④
臨
床
研
究
法
上
に
定
め
ら

れ
る
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会

を
想
定
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｒ
-ｎ
ｅ
ｔ
参
加

施
設
か
ら
の
委
員
派
遣
な
ど
で
す
。

　

国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
18
機
関（
約
９
５
０
０

床
）と
協
定
の
締
結
並
び
に
運
用
を

開
始
し
て
お
り
、
随
時
協
定
医
療

機
関
を
増
や
し
、
さ
ら
な
る
共
同

研
究
病
院
群
の
形
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

本
院
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
-ｎ
ｅ
ｔ
の
構

築
に
よ
り
、
医
療
法
上
の
臨
床
研

究
中
核
病
院
の
使
命
で
あ
る
「
質

の
高
い
臨
床
研
究
及
び
医
師
主
導

治
験
の
実
施
や
管
理
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
」
と
と
も
に
、
今

後
さ
ら
な
る
臨
床
研
究
の
発
展
に

向
け
た
様
々
な
取
組
を
実
施
・
推

進
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
よ
り

良
質
な
医
療
の
提
供
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

大阪臨床研究ネットワーク
　
　
　
　「
患
者
申
出
療
養
制
度
」
に
基
づ
く
療
法
が
承
認

面会時間を
延長しました

院内診療科名等
変更のおしらせ

　仕事帰り等に面会（お見舞い）
を希望される方の利便性向上を
図るため、平成29年４月１日か
ら、以下のとおり一般病棟のみ
面会時間を延長いたしました。

平成29年3月31日まで
毎日　12:00～19:00

↓

平成29年4月1日以降
毎日　12:00～20:00

　平成29年４月１日から、以下
のとおり院内診療科名等を変更
いたしました。

【面会時間（一般病棟）】

を構築OCR-net

臨床研究に関する
人材育成

臨床研究に関する
情報共有

臨床研究実施
インフラの整備

臨床研究
実施支援

迅速かつ効率的な
多施設臨床研究の実施

臨床研究
相談受付体制
の構築

倫理審査委員会に
関する連携体制構築

平成29年4月　18機関と協定書を締結し、運用を開始

耳介後部からケーブルを出す
補助人工心臓を用いた療法

全
国
で
２
例
目

　

本
院
で
は
国
内
で
施
行
さ
れ
て

い

る

全

臓

器（
心

臓
・
肺
・
肝

臓
・
膵
臓
・
小
腸
・
腎
臓
）の
移

植
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
当
Ｉ
Ｃ

Ｕ
は
、
難
度
の
高
い
移
植
手
術
の

術
前
・
術
後
管
理
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
を
治

療
・
看
護
し
て
い
る
の
も
特
徴
の

一
つ
で
す
。
特
に
、
乳
幼
児
や
小

児
を
対
象
と
し
た
集
中
治
療
ベ
ッ

ド
が
医
療
機
関
に
少
な
い
な
か
、

子
ど
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
充
実
も

本
院
の
大
き
な
使
命
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

面
会
時
間
は
原
則
と
し

て
午
後
３
〜
４
時
で
す
が
、

ご
家
族
の
支
え
は
患
者
さ

ん
の
回
復
に
よ
い
影
響
を

与
え
る
た
め
、
症
状
や
ご

家
族
の
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

面
会
時
の
服
装
な
ど
も
、

白
衣
へ
の
着
替
え
や
、
キ

ャ
ッ
プ
な
ど
の
装
着
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
山
昭
則
副
部
長
は
、

「
集
中
治
療
医
学
は
近
年
発
展
が
め

ざ
ま
し
い
医
療
分
野
で
、
専
門
の

集
中
治
療
医
が
治
療
に
携
わ
る
Ｉ

Ｃ
Ｕ
で
は
患
者
さ
ん
の
予
後
が
良

い
、
な
ど
の
研
究
結
果
も
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
当
Ｉ
Ｃ
Ｕ

の
先
駆
的
取
り
組
み
を
全
国
に
広

め
る
と
同
時
に
、
集
中
治
療
の
専

門
医
を
多
く
育
成
・
輩
出
し
て
集

中
治
療
医
学
を
確
立
し
、
日
本
か

ら
世
界
へ
と
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
志
を
熱
く
語
っ
て
い
ま

す
。

４月に増床したスペース

光の温度を調整することで居心地のよい空間をつくっています。
特に新生児、乳児、小児によいとされています。

　

大
阪
臨
床
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
、「
Ｏ
Ｃ
Ｒ
-ｎ
ｅ
ｔ
」）
と

は
、
医
療
法
上
の
臨
床
研
究
中
核

病
院
で
あ
る
本
院
を
中
心
に
、
多

施
設
共
同
臨
床
研
究
の
迅
速
的
か

つ
効
率
的
な
実
施
を
目
的
と
し
た

体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
関
西
圏

で
の
共
同
研
究
病
院
群
を
形
成
す

る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
を
指

し
ま
す
。

　

Ｏ
Ｃ
Ｒ
-ｎ
ｅ
ｔ
で
は
、
①
臨
床

研
究
に
関
す
る
人
材
育
成
②
臨
床

研
究
実
施
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
③
臨

床
研
究
実
施
支
援
④
倫
理
審
査
委

本院を中心に関西圏で共同研究病院群を形成

厚
生
労
働
省
の
新
施
設
基
準
を
満
た
す

高
機
能
Ｉ
Ｃ
Ｕ

移
植
手
術
に
貢
献
、

小
児
集
中
治
療
の
充
実
も
使
命
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年齢別
内訳

25％
60代

14％
50代10％

40代

6％
30代

23％
70代

80歳以上 6％
10歳未満 6％

10代 2％
無回答 2％20代 5％

結果発表!

（回答数＝718）

入院患者さん
平均93.0%

（回答数＝4,039）

外来患者さん
平均89.9%

　入院患者さん、外来患者さんを対象とした満足度調査にご
協力をいただき、ありがとうございました。このたび平成28
年度の調査結果がまとまりましたので、ご報告いたします。

　これからも患者さんにとって心地よく、治療に専念でき
る環境を整えていきたいと考えております。そのために、
より多くの患者さんのご意見を伺いたいと思っております
ので、今後ともご協力の程よろしくお願いいたします。

●調査期間
入院患者さん：平成28年10月4日～24日の21日間
外来患者さん：平成28年9月5日～9日の5日間

●調査結果
　入院患者さんの93.0％、外来患者さんの89.9％の方
に、「満足」「やや満足」のご回答をいただきました。満足度
の低い項目は、入院では「トイレ設備や清掃」「エレベー
ター待ち時間や清掃」、外来では「会計や診察の待ち時間」
「駐車場整備等」でした。

年齢別
内訳 48％

60～70代

28％
40～50代

80歳以上
9％

20歳未満
2％

20～30代
9％

無回答 3％

1位 診察室の清潔かつ整理整頓 97.4%

2位 看護師の態度や言葉遣い 96.9%

3位 医師のプライバシー配慮 96.9%

4位 看護師のプライバシー配慮 96.8%

5位 禁煙対策 96.5%

ベスト5!ベスト5!

1位 会計の待ち時間 52.9%

2位 駐車場の広さや台数 55.0%

3位 診察までの待ち時間 60.7%

4位 会計待ちでの声掛け等の配慮 73.4%

5位 診察待ちでの声掛け等の配慮 78.4%

ワースト5
1位 苦情の受付場所 72.7%

2位 トイレや浴室 72.8%

3位 エレベーターや廊下 78.2%

4位 インターネット 81.5%

5位 個室料金 85.3%

ワースト5

●入院患者さん満足度ランキング ●外来患者さん満足度ランキング

●調査対象の内訳＝入院患者さん ●調査対象の内訳＝外来患者さん入 院 患 者 さ ん 外 来 患 者 さ ん

満足度調査平成28年度

1位 リハビリ職員の態度や言葉遣い 99.5%

2位 職員の身だしなみ 98.1%

3位 本人や氏名、病名、薬の確認 98.0%

4位 安全な治療・結果 98.0%

5位 家族や知人に勧めたい 97.9%

男女別
内訳

無回答
0.8％

50％
女性
49％

男性 男女別
内訳 41％

無回答
6％

女性
53％

男性

平
成
28
年
度

防
災
訓
練
を
実
施

　

平
成
28
年
度
の
防
災
訓
練
は
、

こ
れ
ま
で
毎
年
実
施
し
て
き
た
実

動
訓
練
方
式
か
ら
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
方
式
に
変
更
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
訓
練
参
加
者
に
つ
い
て
も
、

大
規
模
地
震
発
生
時
に
災
害
対
策

や
医
療
対
応
方
針
の
意
思
決
定
を

担
う
災
害
対
策
本
部
を
構
成
す
る

病
院
長
を
は
じ
め
、
副
病
院
長
や

病
院
長
補
佐
な
ど
、
各
部
門
の
責

任
者
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、「
上
町
断
層
地
震
」
が

発
生
し
、
大
阪
府
の
北
部
地
域
や

大
阪
市
内
が
震
度
７
の
地
震
に
見

舞
わ
れ
、
停
電
・
断
水
・
ガ
ス
供

給
停
止
・
公
共
交
通
機
関
の
運
行

停
止
な
ど
の
被
害
が
出
て
、
院
内

で
も
エ
レ
ベ
ー
タ
の
停
止
や
医
療

ガ
ス
製
造
所
の
障
害
な
ど
が
起
き

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
規
模
地
震
に
よ
っ
て

多
く
の
負
傷
者
が
家
族
や
近
隣
住

民
と
と
も
に
医
療
処
置
を
求
め
て

来
院
す
る
と
い
う
「
状
況
付
与
」

を
行
い
、
付
与
さ
れ
た
課
題
対
応

の
た
め
、
院
内
部
門
間
で
の
被
害

情
報
の
共
有
化
と
協
議
・
調
整
を

は
か
り
、
医
療
資
源
を
最
大
限
に

活
用
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
院
で
は
、
今
回
の
訓
練
を
通

し
て
得
ら
れ
た
教
訓
を
、
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
イ
ン

フ
ラ
障
害
発
生
時
の
業
務
継
続
計

画
の
作
成
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

１　
医
療
安
全
情
報
等
報
告
シ
ス
テ
ム

の
強
化

　

本
院
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
医
療
安
全

上
重
要
と
考
え
ら
れ
る
事
態
に
つ
い
て
は
、

診
療
科
・
部
署
か
ら
病
院
長
へ
報
告
さ
れ
、

緊
急
性
に
応
じ
て
、
多
職
種
専
門
家
で
審

議
す
る
仕
組
み
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
全
て
の
入
院
患
者
の
死
亡
・
死
産
症

例
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
把
握
、
検
証

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

２　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

の
適
切
な
実
施

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト（
以

下
、
Ｉ
Ｃ
）と
は
、
患
者
さ
ん
が
医
師
等
か

ら
治
療
や
検
査
の
内
容
、
効
果
、
危
険
性

等
に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
を
受
け
理
解

し
た
う
え
で
、
患
者
さ
ん
自
身
が
同
意
し

て
、
治
療
を
選
択
す
る
こ
と
で
す
。
本
院

で
は
平
成
11
年
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
委
員
会
で
院

内
共
通
の
Ｉ
Ｃ
運
用
指
針
を
定
め
て
、
標

準
的
な
説
明
内
容
・
そ
の
他
説
明
の
実
施

に
必
要
な
方
法
に
つ
い
て
体
系
的
に
整
理

し
、
説
明
を
行
う
全
て
の
医
師
等
が
適
切

に
患
者
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
定
め
た
Ｉ

Ｃ
取
扱
規
程
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

３　
監
査
委
員
会
に
よ
る

医
療
安
全
に
関
す
る
外
部
監
査

　

大
学
本
部
に
大
阪
大
学
医
療
安
全
監
査

委
員
会
を
設
置
し
、
医
療
安
全
管
理
責
任

者
、
医
療
安
全
管
理
部
門
等
の
業
務
の
状

況
に
つ
い
て
、
外
部
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

委
員
会
は
、
本
院
と
利
害
関
係
の
な
い
外

部
委
員
と
大
学
の
リ
ス
ク
管
理
担
当
理
事

で
構
成
さ
れ
、
平
成
29
年
度
よ
り
年
2
回

以
上
監
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

４　
医
療
安
全
に
関
す
る

内
部
通
報
窓
口
の
設
置

  

医
療
安
全
管
理
の
適
正
な
実
施
に
疑
義

が
生
じ
た
場
合
の
情
報
提
供
を
受
け
付
け

る
た
め
、
新
た
に
内
部
通
報
窓
口
を
病
院

内
に
設
置
し
ま
し
た
。

◇

　

そ
の
他
、
高
難
度
新
規
医
療
技
術
や
未

承
認
新
規
医
薬
品
等
の
導
入
の
際
の
プ
ロ

セ
ス
の
明
確
化
等
を
行
い
ま
し
た
。
本
院

は
こ
れ
か
ら
も
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す

る
に
あ
た
り
、
よ
り
一
層
高
度
な
医
療
安

全
管
理
体
制
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
特
定

機
能
病
院
の
責
任
を
十
分
に
理
解
し
、
患

者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
安
心
・
安
全
な

医
療
の
提
供
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

満足!

大規模地震 備える!に

　　特定機能病院とは、高度の医療の提供、高度の医療技術の開発及び高度の医療に関する
研修を実施する能力等を備えた病院として、厚生労働省から承認された病院（平成28年９月
現在、全国で84病院）のことであり、本院は平成６年から承認を受けています。
　今般、他の大学附属病院等において、医療安全に関する重大な事案が相次いで発生したこ
とを受け、厚生労働省により特定機能病院の承認要件が見直されました。本院でも、その見
直しへの対応として、以下の通り医療安全管理体制の機能強化を行いました。

厚生労働省「特定機能病院の承認要件の見直し」
に係る対応について
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新診療科長等ごあいさつ

脳神経外科の患者さんは西13階病
棟に入院していただいております。大阪を
見渡すことのできる病棟で、脳腫瘍、脳
血管障害、脊髄脊椎疾患、脳機能的
疾患（パーキンソン病、てんかん、疼
痛）、小児神経疾患、神経外傷などの幅
広い分野の疾患を対象に、高度な治療
を提供することを目標としています。手術
治療が主な治療手段となりますが、それ
以外にも関連する多くの診療部門と連携
しながら、様 な々手法を用いた治療を行
っています。より負担の少ない低侵襲治
療、機能の改善が得られる治療を目標
に、スタッフ一同一丸となり取り組んでまい
ります。

（平成29年３月１日就任）

● 脳神経外科長

貴
き し ま

島 晴
は る ひ こ

彦

このたび呼吸器内科長を拝命いたしま
した。肺がんや慢性閉塞性肺疾患、呼
吸器感染症などは数十年後の社会にお
いても深刻な健康問題であることが予想
されています。一方、近年、肺がんに対す
る分子標的剤や免疫療法、間質性肺炎
や希少肺疾患に対する新規薬剤開発な
ど呼吸器内科診療は変貌しています。当
科では、これらの患者さんに対して、最先
端の治療を提供するとともに安全に配慮
した丁寧な診療を心がけたいと考えており
ます。呼吸器センターにおける集学的治
療や移植医療、地域連携にも、スタッフ
一同で積極的に取り組みたいと思います。
何卒よろしくお願いします。

（平成29年４月１日就任）

● 呼吸器内科長

木
き だ

田 博
ひろし

睡眠の不調は心身のあらゆる病気に悪影響を及ぼし
ます。しかし、人生の３分の１を占める睡眠には、科学的
に解明されていない事柄が多々あります。
当センターでは、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、糖尿病・
内分泌・代謝内科、小児科、老年・高血圧内科、神経
内科・脳卒中科、神経科・精神科などの医師が一体と
なって、各々の専門性を活かした睡眠関連疾患（睡眠の
特殊な病気）の専門診療を担当させていただきます。主
な睡眠関連疾患としては、睡眠時無呼吸症候群（成人、
小児）、過眠症（ナルコレプシー、特発性過眠症）、レム
睡眠行動異常症などが対象疾患になります。
診察では、自覚･他覚症状についての問診、採血検

査、内視鏡検査（上気道の形態評価）、頭部ＭＲＩ検査、
終夜睡眠ポリグラフ検査などを必要に応じて行い包括的
な診療を心がけますので、よろしくお願いいたします。

（平成29年４月１日就任）

● 睡眠医療センター長

池
い け だ

田 学
まなぶ

このたび、事務部長を拝命いたしまし
た延原です。前職は九州大学病院事務
部長で、それ以前は岡山大学財務部長
など国立大学で勤務してまいりました。
大阪大学医学部附属病院は、教育・

研究・診療などすべての面において、国
立大学病院の中で常にトップに位置する
病院の一つです。このような組織の一員と
して勤務することに誇りを持つ一方、プレ
ッシャーも感じております。野口病院長を
はじめ執行部の先生方などのご指導をい
ただきながら、もとより微力ではありますが
一生懸命頑張る所存です。皆様方のご
支援をいただきますよう、よろしくお願い申
し上げます。

（平成29年4月1日就任）

● 事務部長

延
の ぶ は ら

原 寿
ひ さ お

男

　

本
院
は
昨
年
9
月
に
「
ジ
ャ
パ

ン 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ホ
ス

ピ
タ
ル
ズ（Japanese Interna-

tional Hospitals

＝JIH

）」
推

奨
病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
パ
ン 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル 

ホ
ス
ピ
タ
ル
ズ
」

と
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
渡

航
受
診
促
進
を
図
る
た
め
に
、

一
般
社
団
法
人 Medical 

Excellence JAPAN

（MEJ

）

と
日
本
政
府
が
協
調
し
て
、

渡
航
受
診
者
の
受
入
実
績
の

あ
る
病
院
と
し
て
海
外
へ
発

信
す
る
た
め
の
推
奨
制
度
で
、

本
院
は
日
本
で
最
初
に
推
奨

さ
れ
た
4
つ
の
国
立
大
学
附

属
病
院
の
う
ち
の
ひ
と
つ
と

な
り
ま
し
た
。
渡
航
受
診
実

績
と
多
言
語
に
対
応
し
た
受

入
体
制
、
高
度
な
医
療
提
供
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
圏
で

は
唯
一
の
推
奨
施
設
と
な
る
た
め
、

今
後
外
国
人
渡
航
者
の
本
院
へ
の

受
診
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
院
は
、
臓
器
提
供

施
設
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
感

謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
民
の
臓
器
提
供
の

意
思
に
確
実
に
応
え
る
た
め
に
、

医
療
関
係
者
が
連
携
し
て
法
的
脳

死
判
定
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
臓

器
移
植
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
団
体
に
対
し
、
厚
生
労
働

大
臣
が
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
感

謝
の
意
を
表
す
も
の
で
す
。

　

本
院
は
日
本
で
初
め
て
、
脳
死

心
臓
、
心
肺
、
肺
、
肝
臓
、
膵
臓
、
腎

臓
の
全
て
の
脳
死
臓
器
移
植
の
保

険
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
、
以
来
こ

れ
ら
全
て
の
臓
器
の
移
植
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
院
は
臓
器

移
植
病
院
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

臓
器
提
供
も
行
う
病
院
で
す
。
ド

ナ
ー
側
の
院
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
心
停

止
下
臓
器
提
供
お
よ
び
小
児
脳
死

下
臓
器
提
供
を
含
む
５

件
の
脳
死
下
臓
器
提
供

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

奥
村
明
之
進
移
植
医

療
部
長
は
、「
大
阪
大

学
医
学
部
の
関
係
各
科

の
ご
協
力
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
厚
生

労
働
省
か
ら
の
ご
評
価

を
励
み
に
し
て
、
移
植

医
療
部
の
ス
タ
ッ
フ
一

丸
と
な
っ
て
臓
器
移
植

の
発
展
に
一
層
尽
力
し

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。

「病院教授」の称号付与について

臓
器
提
供
施
設
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

ジ
ャ
パ
ン 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ホ
ス
ピ
タ
ル
ズ 

推
奨
病
院
に
認
定

番号 診療科等名 氏名 職名
1 循環器内科 山 口 　 修 准教授
2 免疫内科 楢崎　雅司 講 師
3 心臓血管外科 戸田　宏一 准教授
4 消化器外科（下部消化管、肝、胆） 江口　英利 准教授
5 乳腺・内分泌外科 金 　 昇 晋 准教授
6 眼科 松下　賢治 講 師
7 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 小 川 　 真 准教授
8 整形外科 村 瀬 　 剛 准教授
9 皮膚科 金田　眞理 講 師
10 神経科・精神科 田中　稔久 准教授
11 麻酔科 大田　典之 講 師
12 産科・婦人科 吉 野 　 潔 准教授
13 小児科 小垣　滋豊 講 師
14 放射線診断・ＩＶＲ科 渡邉　嘉之 准教授
15 臨床検査部 日 髙 　 洋 准教授
16 手術部 南 　 正 人 准教授
17 放射線部 田 中 　 壽 准教授
18 集中治療部 内山　昭則 准教授
19 輸血部 冨山　佳昭 准教授
20 高度救命救急センター 小倉　裕司 准教授
21 臨床工学部 高階　雅紀 講 師
22 化学療法部 水木　満佐央 准教授
23 薬剤部 三輪　芳弘 准教授
24 未来医療開発部 名 井 　 陽 准教授

※上記の称号付与者の職名等は平成29年４月１日現在のものです。

優秀標語表彰式平成29年度

　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・教育の充実の
ため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対して付与しているものです。
　平成29年度は下記の24名に「病院教授」の称号を付与することとしました。

平成29年度

４～６月期１～３月期 10～12月期 ７～９月期

接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
の
、
平
成
29
年
度
の
標
語
が
決
定
!

　

３
月
１
日
、
病
院
長
室
に
お
い
て
、
野
口
病
院
長
か
ら
４
名
の
優
秀
標
語
作
成
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
は
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
患
者
さ
ん
の
立
場
に
配
慮
で
き
る
よ
う
努
め
る
と

の
主
旨
で
、
接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
に
関
す
る
標
語
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
院
内
に
標
語
を
募
集
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で
検
討
の
結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
作
品

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
渡
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
で
　
周
り
も
自
分
も
　
気
持
ち
よ
く
」

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
　
言
語
聴
覚
士
　
菅
本
ま
ど
か
）

「
忙
し
い
　
そ
ん
な
時
こ
そ
　
丁
寧
に
」

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
　
理
学
療
法
士
　
牧
成
美
）

「
チ
ー
ム
の
輪
　
つ
な
げ
て
守
る
　
安
全
・
安
心
」

（
薬
剤
部
　
特
任
助
教
　
山
本
智
也
）

「
手
洗
い
が
　
み
ん
な
を
守
る
　
第
一
歩
」

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
　
理
学
療
法
士
　
網
千
佳
恵
）
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従
来
の
漢
方
医

学
科
（
総
合
診
療

外

来
）
が
、
４

月

１
日
よ
り
「
漢
方

内
科
」
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

本
院
は
高
度
先
進
医
療
を
行
う
医

療
機
関
で
あ
り
、
当
科
は
今
後
も
、

本
院
が
行
っ
て
い
る
最
先
端
医
療

に
漢
方
の
長
所
を
融
合
さ
せ
た
診

療
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
「
免
疫
難
治
疾
患
外
来
」

PHOTO TOPICS

先進医学と伝統医学の融合を実施
「患者さんに寄り添う医療」を

http://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/recruit/

未経験の方でも無理なくできるお仕事です（資格不要）

募集中!!
初めての方、大歓迎！

詳しくは阪大病院ホームページ
「職員採用等のお知らせ」をご覧ください。

●問合せ先： 阪大病院総務課人事係
 tel 0 6 - 6 8 7 9 - 5 0 2 6

アシスタントナース
（看護助手）

※平日8：30～17：15（12～13時を除く）にお問い合わせください。

と
「
が
ん
支
持
療
法
外
来
」
を
設

置
し
て
お
り
、
免
疫
疾
患
や
が
ん

な
ど
難
病
の
患
者
さ
ん
が
主
な
診

療
対
象
で
す
。
漢
方
は
乱
れ
た
免

疫
状
態
を
安
定
化
さ
せ
る
機
能
が

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
免

疫
難
治
疾
患
外
来
」
で
は
、
リ
ウ

マ
チ
・
膠
原
病
・
免
疫
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
生
物
製
剤
に
よ
る
抗
サ
イ
ト

カ
イ
ン
療
法
な
ど
の
先
進
医
療
と

漢
方
治
療
の
積
極
的
な
併
用
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
変
性
疾
患

や
、
皮
膚
疾
患
で
あ
る
尋じ

ん
じ
ょ
う
せ
い

常
性

乾か
ん
せ
ん癬
な
ど
、
厚
生
労
働
省
指
定
難

病
・
準
難
病
の
治
療
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
「
が
ん
支
持

療
法
外
来
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

が
ん
に
お
け
る
、
術
後
や
、
化
学

療
法
・
ホ
ル
モ
ン
療
法
な
ど
に
伴

う
症
状
に
対
処
し
、
患
者
さ
ん
の

生
活
の
質
改
善
や
化
学
療
法
の
継

続
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
臨
床
研
究
の
一
環
と
し
て
、

進
行
・
再
発
が
ん
患
者
さ
ん
を
対

象
と
し
た
「
ケ
ト
ン
食（
糖
質
制
限

高
脂
肪
食
）治
療
」
の
有
用
性
を
、

国
内
の
基
幹
病
院
で
は
、
初
め
て

検
証
し
て
い
ま
す
。

　

不
定
愁
訴
の
症
状
改
善
に
使
用

さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
漢
方
で

す
が
、
当
科
が
重
視
し
て
い
る
の

は
「
漢
方
的
な
モ
ノ
の
見
方
」
で

す
。
例
え
ば
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

患
者
さ
ん
は
、
漢
方
的
に
脾ひ

虚き
ょ

と

呼
ば
れ
る
消
化
器
系
の
障
害
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
漢
方
で
消

化
器
系
の
機
能
を
整
え
る
と
、
先

進
医
学
に
よ
る
治
療
効
果
が
驚
く

ほ
ど
高
め
ら
れ
ま
す
。
漢
方
に
よ

る
マ
ク
ロ
な
視
点
と
先
進
医
学
に

よ
る
局
所
で
の
ミ
ク
ロ
の
理
解
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
漢
方
は
、
人

が
持
っ
て
い
る
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
復
元
力
・
回
復
力
）」
を
利
用
し

て
、
治
療
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

診
察
で
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が

発
揮
さ
れ
な
い
要
因
を
把
握
す
る

こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
す
。
そ
の

た
め
当
科
で
は
、
患
者
さ
ん
の
初

診
に
十
分
な
時
間
を
と
り
、
東
洋

医
学
独
特
の
診
察
で
あ
る
、
舌

診
・
脈
診
・
腹
診
な
ど
を
行
っ
た

う
え
で
、
漢
方
を
処
方
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
当
科
の
診
療
は
、
保

険
診
療
で
、
薬
代
に
特
別
な
費
用

は
発
生
し
ま
せ
ん
。
国
内
で
保
険

適
用
さ
れ
て
い
る
、
ほ
ぼ
全
種
類

の
漢
方
エ
キ
ス
剤
や
生
薬
の
処
方

が
可
能
で
、
現
在
１
５
０
種
類
ほ

ど
の
漢
方
薬
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
科
は
、
漢
方
に
関
す
る

十
分
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
院
内
の
医

療
関
係
者
を
対
象
に
「
明
日
か
ら

使
え
る
漢
方
勉
強
会
」
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
漢
方
に

業
務
は
外
来
患
者
さ
ん
か
ら
入
院

患
者
さ
ん
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
は
医
師
や
看
護
師

と
の
「
チ
ー
ム
医
療
」
に
お
け
る

薬
剤
師
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、

緩
和
チ
ー
ム
や
栄
養
チ
ー
ム
な
ど

に
も
薬
剤
師
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
か
ら
は
全
病
棟
に
専
任

の
薬
剤
師
を
配
置
し
、
病
棟
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
と
協
働
し
な
が
ら
、

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
負
担
軽
減

や
医
薬
品
に
関
す
る
医
療
安
全
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
部
に
は
、
製
剤
業
務

と
治
験
業
務
も
あ
り
ま
す
。
治
療

に
必
要
で
あ
る
が
市
販
さ
れ
て
い

な
い
医
薬
品
を
院
内
で
製
剤
し
て

い
ま
す
。
錠
剤
を
坐
薬
に
し
た
り
、

点
眼
薬
、
注
射
剤
な
ど
無
菌
的
に

製
剤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
薬
剤

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品
は

市
販
さ
れ
る
前
に
治
験
と
い
う
臨

床
試
験
を
含
む
安
全
性
を
確
認
す

る
試
験
を
経
て
、
認
可
さ
れ
た
後

に
市
販
さ
れ
ま
す
が
、
未
来
医
療

開
発
部
と
連
携
し
な
が
ら
治
験
薬

の
管
理
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
特

に
治
験
薬
注
射
剤
に
関
し
て
は
必

要
に
応
じ
て
混
合
調
製
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
は
本
院

が
臨
床
研
究
中
核
病
院
に
認
定
さ

れ
た
た
め
、
今
後
は
当
部
製
の
国

際
規
格
に
合
っ
た
医
薬
品
の
提
供

や
、
医
師
主
導
の
治
験
に
協
力
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
約
２
千
種
類
の
採
用

医
薬
品
の
情
報
の
収
集
・
管
理
を

行
い
、
適
正
使
用
に
関
す
る
情
報

提
供
業
務
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
と
し
て
、
が
ん
治
療

を
専
門
に
行
う
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
部
も
４
階
に
分
室
を
設
け
、
治

療
計
画（
レ
ジ
メ
ン
）の
確
認
と
24

時
間
対
応
の
抗
が
ん
剤
混
合
調
製

を
行
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
み

な
ら
ず
、
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

安
全
も
担
保
し
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
か
ら
は
薬
剤
師
外
来
を
開
設

し
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
薬
や
副
作

用
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
部
内
の
各
部
署

が
連
携
し
、
院
内
で
多
く
の
業
務

に
取
り
組
み
、
感
染
制
御
部
や
中

央
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

へ
も
薬
剤
師
を
配
置
し
、
院
内
の

他
部
署
と
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
医
薬
品
を
通
し
て
よ
り
良
い
医

療
の
提
供
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
予

想
さ
れ
る
薬
剤
師
業
務
の
発
展
を

見
据
え
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
け
る
マ
ク
ロ
な
視
点
と
高
い
専

門
性
を
も
っ
た
医
師
を
輩
出
す
る

た
め
の
勉
強
会
も
、
昨
秋
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

「
漢
方
は
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添

う
医
学
。
医
師
が
一
方
的
に
治
療

す
る
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
と

の
二
人
三
脚
で
、
よ
り
良
い
治
療

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
、
萩

原
圭
祐
診
療
科
長
は
意
欲
を
語
っ

て
い
ま
す
。

漢方内科

薬剤部

医
薬
品
を
通
し
て

よ
り
良
き
医
療
の
提
供
に
貢
献
す
る

　

薬
と
は
生
物
の
機
能
に
作
用
す

る
化
学
物
質
で
、
一
般
に
病
気
の

治
療
、
診
断
、
予
防
に
用
い
ら
れ

る
薬
剤
を
指
し
ま
す
。
薬
機
法
で

は
医
薬
品
と
し
て
定
義
さ
れ
、
厚

生
労
働
省
に
よ
っ
て
承
認
申
請
や

取
扱
い
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
剤
部
は
病
院
で
使
用
さ
れ
る
医

薬
品
の
供
給
管
理
を
行
う
部
署
で

す
。

　

以
前
の
当
部
の
業
務
は
、
外
来

患
者
さ
ん
の
処
方
せ
ん
調
剤
が
主

で
し
た
。
薬
剤
師
の
姿
は
、
そ
の

調
剤
し
た
お
薬
を
お
渡
し
す
る
時

の
み
存
在
が
分
か
る
程
度
で
、
患

者
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
他
の
医
療

従
事
者
に
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

際
に
保
険
請
求
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
病

棟
業
務
と
し

て
入
院
患
者

さ
ん
に
服
薬

指
導
を
行
う

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま

た
、
国
の
方

針
で
あ
る
医

薬
分
業
を
推

進
さ
せ
る
た

め
、
院
外
処

方

せ

ん

を

１
０
０
％
近

く
発
行
す
る

よ

う

に

な

り
、
当
部
の

な
が
ら
、
昭
和
63
年
に
入
院
患
者

さ
ん
に
対
し
て
服
薬
説
明
を
行
う

　高度救命救急センターでは、あら
ゆる重症傷病者に迅速に対応するた
め、センターの初療室内にCT撮影装
置を、隣の部屋に血管造影装置を配
置しています。血管造影装置がこの
たび新しくなり、被ばく量が軽減さ
れるとともに、CT画像データと連動させる機能が付加されて、体
内の目標部位により正確に到達することができるようになりま
した。また、新しい血管造影室は、手術室と同レベルの空気の清
浄度に保たれており、脳神経外科、心臓血管外科領域を含む緊急
手術（血管内治療）に適した環境となっております。

高度救命救急センター
血管造影室リニューアル

　３月13日にタイ国立小児病院
（Queen Sirikit National Institute 
of Child Health、以下QSNICH）と
本院との協定を結ぶ調印式が行わ
れました。タイからは保健省副政
策統括官Dr. Prapon、同病院長Dr. 
Somkiat以下７名、本学からは野口
病院長、グローバルヘルス・イニシ

アティブの金田ディレクター以下７名が参加しました。QSNICH
はタイ唯一の国立小児病院で、小児外科手術だけで２千件余り
を行う施設です。この協定をきっかけに、広く小児医療に関する
相互交流が一層発展することが期待されます。

タイ国立小児病院との協定

　２月12日、グランフロ
ント大阪コングレコンベ
ンションセンターにおい
て、市民フォーラム「これ
からの未来医療～未来医
療、新時代 !!～」を開催し
ました。
　昨年に続き、２回目と
なる市民フォーラムは、
野口眞三郎病院長の開会の挨拶で始まり、竹原徹郎病院長補佐
による総論「大阪大学の未来医療への取組み」に続き、第１部で
は、真田昌爾未来医療開発部特任准教授による「先進的医療を早
く届けるための医療制度について」をはじめ、臨床研究に関する
２つの講演が行われました。 第２部では、澤芳樹医学系研究科
長による「心筋再生治療の橋渡し研究」をはじめ、再生医療に関
する３つの講演があり、第３部では、講演者全員によるパネル
ディスカッションが開催されました。どの講演にも多くの市民
の方々が熱心に耳を傾け、澤医学系研究科長の閉会の挨拶で好
評のうちに幕を閉じました。
　本院では、これからも臨床研究中核病院として、未来医療の実
現に向けて多くの成果を発信していく予定です。

市民フォーラム 
「これからの未来医療
～未来医療、新時代 !!～」を開催
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